
F 

金
揮
官
賦
志
巻
十
四

。
麓
屋
翠
右
衛
門
奮
邸

安
江
屋
奮
邸
の
向
ひ
角
家
・
な
り
。
但
し
最
初
は
東
角
家
に
居
住
せ
し

が
、
文
化
年
中
西
方
相
角
の
家
へ
移
住
す
と
い
へ
り
。
按
占
y
る
に
、

金
津
町
台
所
留
記
に
載
せ
た
る
、
享
保
十
五
年
問
中
審
粛
の
上
申
書

に
、
兄
茜
屋
理
右
衛
門
は
生
園
但
馬
出
石
之
者
に
而
、
延
寅
二
年
九

月
御
嘗
地
h
被
-
-
召
寄
一
周
囲
年
之
秋
御
扶
持
方
並
御
給
銀
被
v
下
、
茜

染
御
用
被
=
仰
付
置
一
享
保
五
年
正
月
病
死
仕
る
。
と
あ
り
。
十
二
冊

定
曹
に
載
せ
た
る
、
元
総
十
四
年
金
海
町
人
屋
敷
奔
領
等
之
人
々
取

調
書
に
‘
茜
屋
理
右
衛
門
廷
貧
困
年
茜
染
御
用
就
v
被
昌
仰
付
一
町
役

御
赦
菟
、
町
中
よ
り
飴
荷
。
元
総
十
三
年
よ
り
地
子
町
h
家
貿
罷
越

に
付
、
地
子
町
に
有
v
之
内
は
町
中
飴
荷
無
v
之
筈
。
と
あ
り
て
、
元

総
十
三
年
民
地
子
地
へ
縛
宅
せ
し
と
聞
ゆ
。
さ
れ
ば
竪
町
の
家
に
居

住
し
た
る
は
共
の
後
な
ら
ん
か
。
乍
』
去
元
秘
三
年
八
月
町
奉
行
の
言

上
替
に
.
茜
屋
理
右
衛
門
儀
、
賞
春
類
焼
に
逢
ひ
、
御
染
物
御
用
等

緯
=
相
勤
-
K
付
、
毎
歳
被
'
下
給
銀
五
少
年
分
拝
借
願
、
許
可
相
成
。
と

の
由
を
記
載
す
。
此
の
火
災
は
元
総
三
年
三
月
十
七
日
新
竪
町
・
御

歩
町
よ
り
出
火
、
本
竪
町
・
河
原
町
等
延
焼
の
時
類
焼
せ
し
も
の
に

て
、
此
の
頃
既
昨
竪
町
に
居
住
せ
し
事
知
ら
れ
け
り
。
さ
れ
ば
元
秘

者
向
れ
い
け
い
ペ
ト
ぃ
i
l
f
l
i
J
O

茜
屋
理
右
衛
門
儀
、
営
春
類
焼
に
逢
、
御
染
物
御
用
等
も
難
昌
相
勤
-
候

付
、
毎
歳
被
v
下
候
拾
枚
之
銀
子
、
五
ク
年
分
葬
借
仕
度
旨
奉
v
願
候

底
、
願
之
遜
被
-
-
仰
付
一
難
v
有
恭
仕
合
奉
ν
存
旨
、
私
共
手
前
ね
御
請
取

置
申
候
。
以
上
。

庚
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八
月
十
四
日

江
守
平
左
衛
門

和
田
小
右
衛
門

本

多

安

房

殿

前

回

佐

渡

殿

奥

村

伊

諜

殿

奥

村

因

幡

殿

様

山

筑

後

殿

右
は
元
緑
三
年
也
。
按
A
Y
る
に
‘
今
年
春
三
月
十
七
日
新
堅
町
よ
り

出
火
、
竪
町
・
河
原
町
迄
延
焼
す
る
よ
し
、
年
稽
等
に
載
せ
た
り
。

捕
問
屋
理
右
街
門
が
居
宅
も
此
の
時
類
焼
せ
し
も
の
也
。
叉
同
五
年
十

一
月
六
年
六
月
町
奉
行
よ
り
の
雪
上
書
に
如
v
左
記
載
す
。

茜
屋
理
右
衛
門
染
申
茜
染
形
附
申
儀
、
先
年
山
崎
屋
藤
右
衛
門
罷

・
有
、
申
談
候
時
分
は
宜
出
来
仕
候
庭
、
藤
右
衛
門
死
去
仕
巴
後
染
申

者
不
v
宜
に
付
、
何
れ
に
市
も
紺
屋
指
加
へ
候
様
に
被
昌
仰
渡
-
候
付
、

金
滞
古
蹟
志
巻
十
四

十
三
年
に
地
子
町
へ
移
時
せ
し
は
、
営
分
借
宅
せ
し
に
や
。
享
保
十
一

二
年
五
月
肝
煎
藤
右
衛
門
の
番
付
に
、
犬
家
菟
片
原
町
茜
屋
貞
保
と

あ
り
。
貞
保
は
理
右
衛
門
が
後
家
也
。
子
孫
の
停
訟
に
は
、
竪
町
の

家
に
元
組
以
来
居
住
し
け
る
由
僻
冒
す
と
云
ふ
。
但
し
奮
記
等
僻
来

せ
ざ
れ
ば
詳
か
怠
ら
4
1
0

明
治
維
新
の
頃
ま
で
、
そ
の
子
孫
漸
く
と

L
K
居
住
せ
し
か
芝
、
次
第
に
零
落
し
、
遂
に
家
屋
を
寅
却
し
て
退

去
せ
り
。

O
麓
屋
理
右
衛
門
億

元
組
理
右
衛
門
は
、
茜
染
の
本
家
、
但
馬
園
出
石
の
領
主
小
出
大
和

守
の
扶
持
人
筒
井
長
右
衛
門
の
弟
注
り
。
松
雲
公
夜
話
錐
に
云
ふ
。

但
馬
園
出
石
の
披
主
小
出
大
和
守
殿
は
丸
十
援
に
て
死
去
被
v
致
、
共

の
子
修
寝
殿
六
・
七
十
歳
許
に
て
家
替
被
v
致
。
茜
一
染
之
必
わ
ぬ
同
石
酋

屋
理
右
衛
門
は
右
修
理
殿
へ
被
a
仰
建
-
被
昌
召
寄
-
候
由
、
享
候
五
年
五

月
十
三
日
御
意
也
。
と
あ
り
。
金
滞
町
合
所
留
記
共
を
考
ふ
る
に
、

綱
紀
卿
の
所
撃
に
依
り
て
、
延
寅
二
年
丸
月
茜
屋
理
右
衛
門
但
馬
白

石
よ
り
金
津
へ
来
着
し
、
軍
用
の
旗
指
物
等
の
茜
染
を
命
ぜ
ら
れ
、

同
四
年
の
秋
扶
持
・
給
銀
等
を
賜
は
り
け
り
。
共
の
居
宅
は
竪
町
な

る
事
、
左
の
町
奉
行
雪
上
書
に
て
知
ら
れ
た
り
。

守

理
右
衛
門
並
紺
屋
共
手
前
詮
議
仕
候
庭
、
理
右
衛
門
申
は
、
最
前
藤

右
衛
門
居
申
時
分
染
上
申
は
、
地
赤
御
紋
自
に
仕
候
故
出
来
宜
御
座

候
。
此
儀
は
藤
右
衛
門
手
停
不
v
仕
以
前
よ
り
、
理
右
衛
門
相
考
染
出

申
に
付
、
只
今
に
而
も
地
赤
御
紋
白
染
申
俄
は
、
前
々
に
不
a
相
替
-
宜

染
上
可
v
申
候
。
只
今
被
=
仰
付
-
候
は
地
自
民
御
紋
赤
候
故
、
糊
付
申

鹿
多
、
取
扱
も
成
袋
、
共
上
煮
染
に
仕
候
故
、
糊
浮
ち
w
h

み
た
E
も

ま
ゐ
り
、
出
来
宜
は
難
v
成
由
申
候
。

つ
頭
取
紺
屋
共
之
内
、
黒
梅
屋
治
左
衛
門
与
申
者
.
糊
相
勘
緋
仕

儀
有
v
之
、
理
右
衛
門
と
申
談
候
へ
ば
宜
有
v
之
様
に
申
候
閥
、
理
右
衛

門
と
申
談
、
先
づ
染
候
而
見
申
度
と
申
候
。
亀
甲
屋
輿
助
儀
も
、
先
年

被
=
仰
付
-
形
付
申
儀
御
座
侯
。
是
も
地
白
御
紋
赤
、
の
り
付
申
慮
多
御

座
候
故
、
出
来
宜
無
a
御
座
-
候
へ
ど
も
‘
今
般
被
=
仰
付
-
候
は
ど
理
方

街
門
と
申
談
、
何
と
ぞ
染
見
申
度
と
申
候
。
共
外
之
者
共
、
糊
付
候

以
後
煮
申
事
に
侯
へ
ぽ
、
何
共
難
ν
成
由
申
候
。
以
上
。
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